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Calculated MW: 43 kDa; Observed MW: 43 kDa

DAPK2

DAPK?2; Death-associated protein kinase 2; DAP kinase 2; DAP-kinase-related protein 1; DRP-
1
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	カルシウム/カルモジュリン依存性セリン/スレオニンキナーゼは、細胞生存、アポトーシス、およびオートファジーを誘導する複数の細胞シグナル伝達経路に関与する。細胞環境に応じて、I型アポトーシスおよびII型オートファジー細胞死シグナルの両方を制御する。前者はカスパーゼ依存性であるのに対し、後者はカスパーゼ非依存性であり、オートファジー小胞の蓄積を特徴とする。アノイキスのメディエーターとして、また悪性上皮細胞におけるβ-カテニン依存性足場非依存性増殖の抑制因子として作用する。顆粒球成熟に関与する可能性がある（PubMed:17347302）。細胞の伸展と分極を制御することで顆粒球の運動性を制御する（PubMed:24163421）。
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	DAPK2 抗体を使用したラット脾臓溶解物中の DAPK2 のウエスタンブロット分析。

